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教職課程、学士課程と自律型カリキュラムデザインの関係

【強み専門性】（20単位）

【教科・教職科目】（小：37単位）

（ボランティア活動）

自律型カリキュラムデザイン
～学生の自律的学びを中心に据えた教師としての自己形成～

要素：●「大学としての人材像、資質・能力観」の提示～各大学の方針提示（学生の主体的な判断への投げかけ）
●「主体としての自己」の重視～省察的実践者としての行為・主体の先行（「対象としての自己」とのバランス）
○「自己理解の機会」の重視～自己の特性や資質、価値観・キャリア観、目標とする自己像
○「カリキュラムオーナーシップ」の実現～学生自身による選択と体系化
○「キャリアオーナーシップ」の実現～生涯キャリアと教育者としての成長の擦り合わせ
○「自己調整の機会」の重視～自己成長の軌跡の振り返り
＊「シンプルなシステム」の確保～学生にとって、わかりやすく、無理がない仕組みとプロセス

●「学内外のインフォーマルな体験」の包摂～学び続ける自己像の形成へ

＜学士課程＞（124単位）
＜教職課程の認定＞（小：57単位） （自己研修・研鑽）

（就業体験）

（教養の涵養）

＜学内外の多様な学びの機会＞

（サークル・部活動）

（自主学習グループ）

教職課程を統括・運営する組織（教職課程委員会など）が企画（参考：教育職員免許法施行規則第22条の７）

（留学）

参考資料８


	スライド番号 1

